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食と生活環境Ⅱ※（動物、
植物、微生物の生理とその
利用）

枝重圭祐
加藤伸一郎
(高知大学)

6
動物、植物、微生物の生理やその生産物の加工と利用を
知ることによって、食糧生産などの人間の営みと、自然
と人間の関わり合いについて関心を持たせる。

（午前）動物の生殖細胞（精子と卵子）と受精卵の
凍結保存の実際を，マウス精子の凍結保存を例にし
て学ぶ。
（午後）環境細菌に対しグラム染色を行い，グラム
陰性菌とグラム陽性菌の違いについて調べる。

課題を設定したレ
ポートの提出によ
る。

白衣を持参するか，汚れても
よい服装で実習を受けるこ
と。

エネルギーと地球環境Ⅰ
（エネルギー消費の現状と
環境影響　）

八田章光
（高知工科大
学）

6

SDGｓの17の目標のうち、「エネルギー」と「気候変
動」は密接に関わる。日本と世界のエネルギー消費と地
球環境に及ぼす影響について定量的に把握し、実現可能
な解決方法、実践できる取組を考える。

１人力約100Ｗを物差しに、日本と世界のエネルギー
消費を定量的に捉え、環境影響を考える。高知の豊
かな自然エネルギーの賦存量と利活用の現状を理解
する。地域、日本全体、世界全体の将来展望を議論
する。

課題を設定したレ
ポートの提出によ
る。

生物多様性と生態系Ⅰ（生
物多様性の価値－自然の恵
みを考える）

石川愼吾
(高知生物多様
性ネットワーク
)

6

生物多様性を保全することは、我々が将来にわたって豊
かな暮らしを続けるための必須事項である。この授業で
は、まず生態系サービス（自然の恵み）について説明す
る。そして、生物多様性と健全な生態系を保全し、自然
資源を持続的に利用し続けるために必要な事柄について
考える。

高知県では2014年に「生物多様性こうち戦略」を策
定した（2019年と2024年に改訂）。授業ではこの戦
略を解説しながら、高知県の生態系および生物多様
性の現状とその保全に関わる課題について考える。
次いで、過疎化による里地・里山の生態系の変質と
生物多様性の劣化、増えすぎたニホンジカによる自
然生態系への悪影響など、具体的な事例を扱いなが
ら話を進める。

課題を設定したレ
ポートの提出によ
る。

高知の自然Ⅰ※（室戸ジオ
パークからみる大地の成り
立ちと人々の営み）

柿崎喜宏
（室戸ジオパー
ク）

6

大地誕生の最前線に位置する「室戸ユネスコ世界ジオ
パーク」での野外観察を通じて、私たちが住んでいる大
地はどのようにして誕生したのか、また、その地域の産
業・文化・歴史と地質・地形がどのように関係している
のかを青少年と理解するための知識や技術を習得する。

地形・地質を野外で見学し、私たちが暮らしている
地球のダイナミックな営みを体感する。合わせて室
戸世界ジオパークセンター内の見学や講演により、
世界の中でも変動の大きい地域にある日本で生きて
いくには、大地の特性を理解することが重要である
ことを学ぶ。

レポート、受講態
度を含む総合評価

集合時刻：10時00分
集合場所：室戸岬園地休憩所
             （〒781-7101
高知県室戸市室戸岬町６９３
９−４０）
持ち物：帽子、タオル、雨天
時は手のふさがらない雨具、
飲み物、昼食、筆記用具
服装：野外を歩くのに適した
格好（運動靴やトレッキング
シューズをお勧めします）
※ 荒天時は室戸世界ジオ
パークセンターに集合、室内
での実習

[3]  環境教育コアカリキュラム



No.2

授業科目名
（副題）

担当教員
（所属）

時間
数

授業のねらい 授業内容 成績評価の方法 備　　考

生物多様性と生態系Ⅲ※
（身近な植物を知る）

瀬尾明弘
前田綾子
（牧野植物園）

6

植物園で各分野の専門が植物の見分け方や調査方法を解
説。それらを実際に行うことによって植物への理解を深
める方法を学ぶ。身近な植物を知ることが高知県の自然
を知る一歩となるよう、手段と方法などを習得する。

高知県立牧野植物園内には約3000種の植物が生育す
るが、珍しい海外の植物だけでなく、身近な山野に
生育する植物も観察できる。それらを観察・採集
し、見分けかたを学ぶほか、野外での植物の調査を
実際に行い方法を学ぶ。

課題を設定したレ
ポートの提出によ
る。

集合時刻： 9：00
集合場所：植物園本館受付
講義：
午前の部：9：10−12：00　野
外：植物調査・観察の仕方
午後の部：13：00-16：00
室内：植物を知る・調べる方
法
持ち物：筆記用具，帽子，タ
オル，虫除け，昼食，飲み
物，雨具，（あれば図鑑）
服装 ： 汚れてもよい動きや
すい服と靴（サンダルは不
可，ヘビや虫のいる可能性の
高い場所で活動予定）
駐車場：牧野植物園駐車場

地球環境と物質Ⅰ※（四国
の地質：海底コアと石ころ
の科学）

久光敏夫
（海洋研究開発
機構高知コア研
究所）

6

四国の地質・海底堆積物コアについて学習し、近隣河川
流域の地質について調査実習する。
①フィールドワークと岩石試料の観察方法、②統計的・
科学的な考察の体得。
地質学の座学知識と合わせ、自身の言葉による科学的な
調査・考察アプローチを体験する。

a. 座学：日本〜四国の地質概説および、基礎地学・
岩石学の講義。
b. 野外調査：物部川河川敷での調査、岩石（れき）
の観察と採取。
c. 屋内学習：採取岩石の詳細観察、地質構造の考察
と論説の組み立て。

課題を設定したレ
ポートの提出によ
る。

集合時刻 ： 8時50分　（授
業開始 9時00分）
集合場所 ： 海洋コアセン
ター（物部キャンパス） エ
ントランス
持ち物 ： 筆記用具、傘、タ
オル、お弁当（昼食）、マス
クなど。
服装：　不整地・河原を歩き
ます。歩きやすい服装と靴
（野外調査用）、帽子（熱中
症対策）、カッパまたは傘
（雨天時）

屋外実習を物部川河口、海岸
にて実施いたします。
荒天の場合は中止とし、屋内
実習で代替します。判断は当
日行います。


